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東大物性研 龍原潔 中尾公一 三浦登
パル ス強磁場 における酸化物高温超伝導体B卜Sr-Ca-Cu-0の物性 について､ 磁 化
測定 と磁気抵抗 の測定 について報告す る｡
試料 は東大工学部内田研で作 られた 8 0K相 の単結晶 と焼結体 を用 いた｡
は じめにY系 と同様 に､ 焼結体試料を粉 に した ものについて一巻 コイル直接放
電法 による磁気 ヒステ リシスの測定目について述 べ る (図 1)0
図 1を見 ると27Tで ヒステ リシスが測定 レベル以下 にな っている｡ 後で述 べ
る抵抗測定 の結果か らも明 らかなよ うにこの磁場 はHC2よ り遥 かに低 い値 を示 し
て いる. 原因 はよ く分 か らな いが､ 一つの可能性 と して はフラックスラテ ィスの
メルテ イングを見てい るとい うことが考 え られ る. P.L.Gamelらによると5テ ス
ラ以下で フラックスラテ ィスの融点が 20K強なので 2㌦ 20Tを越す磁場をか
けた ときの融点がパル ス磁場 によ り上昇 した試料 の温度 (約 16K と推定 され る∂
以下 とい うことは有 り得 る｡
次 に非破壊 パル ス磁場 によ る抵抗測虚 の結果 について述べ る｡ ノイズを減 らす
た め と磁場 による誘導起電力 を補償 してや る必要 が無 い ことのために測定 はPS
Dを用 いて交流電流 で行 った｡ 測定結果 の例 を図 2~に示す｡ 直流測定 とは全 く同
条件で同時 に測定すれば結果 に極 めてよい一致 が得 られ ることを確認 した｡
この結果か らノーマル抵抗 の外挿値 の半分 まで抵抗が回復す る磁場でHC2を定
義 して相図を書 くとB//C軸 の場合､ 図 3のよ うにな る. 直線 で外挿す る't'o
KでのHC2は 5 3Tになる. 磁場が面内のとき昼測定 に用 いた磁場 の範囲では抵
抗 が充分回復 しな っかたので､ こうい う方法ではHC2を定義す ることはで きなか
･つ た｡
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